
平成30年度　桜城地区まちづくり懇談会　懇談事項 平成30年７月20日(金）

桜城 1 盛岡市中心部の治水対策及びハザードマップについて

　先日，盛岡・四十四田ダム「かさ上げ」案が大見出しで報道
されました。
　盛岡市中心部の治水対策として，北上川水系河川整備計
画の変更を検討しているとのことです。
　四十四田ダムについては，以前から貯水量の限界問題と，
最近の集中豪雨などで下流域の増水が懸念されるため，放流
を停止し，下流の水位を低減する措置をとったものと聞くと，危
険な意味を含んでいると思いますので，盛岡市としての防災
関連の意向について懇談したい。
　また，盛岡市内のハザードマップが，８月中を目途に各戸配
布されると聞いていますし，先日は，「内水ハザードマップ」の
説明会が開催されましたので，地域に対する説明会等の開催
や訓練の実施などについても併せて懇談したい。

　（西下台町町内会）
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　四十四田ダムは，北上川上流域において，洪水発生の危険性
が予測される場合，事前に貯水位を低下させる「予備放流」を実
施することで，盛岡市街地を含む下流域の安全を確保してます。

　近年，短時間豪雨などの特徴やダムの計画を超える流入量を記
録したこと，また，堆砂の状況などを踏まえ，国土交通省におい
て，貯水能力を向上させるため，ダムの嵩上げを含む洪水調節機
能の向上等を検討いただいているところであります。

　しかし，施設整備には相当の時間を要することや，施設だけで
は災害を防止することは困難であり，並行して，自らの身を守る安
全確保の対策を講ずることが重要でありますことから，市では，出
前講座や防災訓練などを通じ，地域の災害リスクを始め，市が発
令する避難情報と伝達方法，避難方法などの周知を図るなど，市
民の皆様とともに災害予防に取り組んでいるところであります。

　　「防災マップ」につきましては，各種災害のハザードや避難場
所等を掲載した地図面と，災害情報を掲載した学習・情報面とで
構成し，地域住民の皆様に，地域のリスクと避難について考えて
いただけるよう作成しております。全戸配布後は，「防災マップ」の
周知・活用を図るため，概ねコミュニティ地域を対象に，使い方の
説明会を開催したいと考えており，開催時期や方法等につきまし
ては，地域に御相談しながら，進めてまいります。

総務部
危機管理防災課
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桜城 2 マンションに居住している一人暮らしの高齢者への対応につ
いて

　住民基本台帳のデータによりますと，桜城地区の高齢化率は平
成30年３月末で23.5％となっており，市全体の高齢化率26.1％と
比較すると低い状況となっております。

　市では，一人暮らしの高齢者等を対象に，保健師が世帯訪問を
行っており，マンションに居住している方で面会できなかった方に
は，マンションの管理人に相談の上，地域包括支援センターなど
の相談先を記載したチラシを配布しております。
　また，食事の調理が困難な高齢者向けに，食事の宅配事業を
実施しており，オートロックのマンションの場合でも，安否確認を兼
ねた手渡しを行っております。
　このほか，日常生活を営む上で常時注意を要する方には緊急
通報装置を利用していただくなど，マンションに居住している一人
暮らしの高齢者の皆さんの安全の確保と不安の解消に努めてい
るところであります。

　また，市では，住民が主体的に地域課題を把握し，解決ができ
る体制づくりを支援する「地域力強化推進事業」を市社会福祉協
議会と協力して実施しております。
　この中で，マンションに住んでいる方と地域の方との交流が課題
とされた杜陵地区をモデル地区に選定し，29年度は，マンション
に住んでいる方及び管理人の方等と意見交換したところでありま
す。30年度は，杜陵地区全71棟のマンション管理組合を対象に，
地域とつながることのメリット等を情報交換し，その後，地域の方を
交えた懇談の場を設けることとしております。
　今後，この取組の成果を他の地区にも紹介できるよう取り組んで
まいります。

保健福祉部
地域福祉課
長寿社会課

　桜城地区の高齢化率は22.6％（平成28年度末現在）で，地
区内には97棟のマンションがあります。（平成27年７月末現
在，盛岡駅西口地域包括支援センター調べ）
　当町内会にもマンションが多く，居住者には一人暮らしの高
齢者も多いが，ほとんどのマンションは外部から立ち入ること
ができない状況です。
　町内会としてマンションに居住する一人暮らしの高齢者に対
し，見守り等孤立させないための活動や災害発生時に支援を
行おうとしても，外部から立ち入ることができない現状では難し
いのが実情です。
　今後も増加することが想定される，マンションに居住する一
人暮らし高齢者への対応策について懇談したい。

　（中央通自治会）
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